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要

北海道における最近10年間の末梢血管疾‘患診療の現況を明らかにするため，アンケート

調査を施行し，４５施設から回答を得た。閉塞性動脈硬化症（ASO)，動脈癌，静脈癌，静

脈閉塞症はいずれも年ごとに増加しているが，バージャー氏病（TAO）は年間平均発症

62例で最近５年間では確実な減少傾向がうかがわれた。ＡＳＯの血行再建に最も多く使用

された代用血管は大動脈一腸骨大腿動脈バイパスではDacron人工血管（75％)，大腿一

膝嵩動脈バイパス（膝上）ではexpandedpolytetrafluoroethylene人工血管(EPTFE）（47％)，

膝関節以下では自家静脈（66％）であった。ＴＡＯでは大腿一腔骨または緋骨動脈の遠位

動脈バイパスが多く，自家静脈が主要代用血管であった。動脈癌の成因は，腹部大動脈で

は動脈硬化’性94％，内臓動脈では感染性76％，四肢末梢動脈では動脈硬化性33％の他外傷

性および吻合部動脈癌各々約20％を占めた。術式は切除置換84％，癌空置11％であった。

下肢静脈閉塞症では，年間症例数の増加がみられるが血行再建例数は少なく，増加の傾向

はない｡本症に対する血栓溶解療法は95％の症例で有用であり,再建術との併用により23％

が完治した。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：末梢血管疾患,アンケート調査,下肢動脈閉塞症,抗凝固療法,動脈癌
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アンケート調査の対象と内容はじめに

近年，食生活の欧米化や生活環境の変化などに伴い，

『肢閉塞性動脈硬化症（ASO）の発生頻度が増加する

一方，本邦に特徴的な疾患であるバージャー氏病

(TAO）は減少してきていると言われる。また動脈

jは増加しているが静脈疾患は明らかでないなどその

柵は不明である。そこで北海道における最近10年間

)末梢血管疾患の発生と診療状況についてアンケート

リ査を行なったので，その概要を報告する。

外科医の常勤する道内100施設を対象に，末梢血管

疾,患に関するアンケート調査を依頼し，４５施設の回答

を得た。調査内容はASO，TAO，動脈癌，静脈疾患

について，昭和54年１月１日から昭和63年12月31日ま

での10年間における症例数及び血行再建例数の推移を

追い，検査法，抗凝血療法については，各施設の基本

方針を記載して戴いた。

下肢閉塞'性動脈硬化症

一方，本邦に特徴的
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1．下肢閉塞性動脈硬化症（ASO）

１）年間症例数の推移

昭和58年以前はカルテの不備や，末梢血管疾患を扱
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